
 

 

 

 

  

  おばな康広通信 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ obana@komei-fukuokacity.net 

http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana 

平成 20 年 7 月 23 日発行  №7 
福岡市議会議員 尾花康広 

福岡市東区和白 5-2-14-601 

(発行所)TEL：FAX  092-403-9970 

(議会控室)TEL711-4728 FAX741-4597 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《6 月議会 公明党の主な提言》 

 

☆情報発信ツールの活用を！ 

情報発信ツールが各段に普及し、地域の子ど

もからお年寄りまでを事件や災害から守るた

めに活用すべきであり、火災、救助、警戒、救

急の情報をメールで希望する市民に提供する

サービスで、登録すれば、自宅や親戚の住む行

政区内での火災等の情報が時間的誤差も尐な

く手元の携帯電話に届くシステムを、他都市の

先進事例に学び、早急に導入すべきと提言。 

☆学校給食のあり方について！  

「今年度は給食費の値上げは避ける」との市

教委の方針を確認し、給食の食べ残しが多いこ

とから、小中学校での給食時間の延長を要望。

（山田教育長は、早期の改善を約束。） 

福岡市の小学中校における米飯給食は、小学

校で週平均２・５回、中学校で３回と、全国の

政令市の中でも最低水準にあることを指摘。食

育の観点や PTA など学校関係者の要望、米飯が

わが国の風土にあった食事であることなどか

ら、高知県南国市が行っている家庭用電気炊飯

器による自校炊飯を小規模校でモデル実施して

はどうかと米飯給食の充実について提言。 

（山田教育長は、小規模校から実施を検討する

と答弁。） 

 

（相良消防局長は、火災情報等を携帯電話へ

送信するメールサービス導入については、市

民サービス向上の観点から、導入に向け取り

組みを進めていくと答弁。） 

☆市民にわかりやすい緑化の指標を！ 

緑化対策に重要な指標となる緑被率、本市の

緑の認定方法は、上空から見て、緑がなくても

農地はすべて緑、川や池の水面はすべて緑、公

園は緑の有無に関係なく敶地すべてを緑とし

て計算しており、例え衛星画像や航空写真を使

用しても、緑の認定次第で緑被率の％はどんど

ん変わり、緑の量を％は尐し下がっても市民が

実感でき納得する数字で表すべきと提言。 

 

（松本住宅都市局長は、緑被率の算定方法

については、全国で統一された指標がなく、

各都市で緑被率の定義が異なっており、今後、

国の動向も見ながら、より市民にわかりやす

い指標を検討していくと答弁。） 

 

☆アイランドシティ環境保全対策を！ 

ラムサール条約の登録湿地にも匹敵する和

白干潟の前面に、市民の誇りとなる素晴しい

野鳥公園を造ることを提言。この野鳥公園は

野鳥の保全ばかりではなくアイランドシティ

の価値を高めるものになり、その面積を広げ

ることについても検討するよう要望。 

 

（岩瀬港湾局長は、野鳥公園は５５０㌶もの

広大なエコパークゾーンと一体的に整備する

ことで広大なスケールのものになり、今後 

８．３㌶を基調としつつ議員の指摘も踏まえ、

市民に親しまれる自然豊かな野鳥公園になる

よう検討していくと答弁。） 

 


